

























































































































































































































































































憤激させており、これが倒閣の主因となっ お また 外務省（6
）を除外して張作哀を掌握して満洲鉄道敷設権獲得の交渉をす
すめた山本と外務官僚と 感情的反日などはそ 顕著 例である 。
このような矛盾と動揺にみちた田中の対大陸政策は、張の爆殺
によって、まず山本満鉄総裁の交渉を水泡に帰し 排日 誘発日中貿易の悪化を賭してまで固執した満蒙分離強行政策は、張学良の国民政府への合流で完全に失敗し、田中外交は、野党・吐論の非難の声を浴び 終幕を迎えるのである。合流したばか 張学良政権を含む、新国民政府を正式 承認せざるを得なかった事実は、田中外交の破綻を何よりも雄弁に物語ってい といえよ
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